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警察も移動ワンボックスカーを仕⽴てて地域の相談に応じる出前交番 千葉県 
 
昨年は千葉県も多くの天災に⾒舞われた。この困難に頼みとなるのが「官」である。政治の
⼒を借りることはもとより、⾝近で頼りになるのが⾃衛隊や交番である。 
 
⾃衛隊は出動命令があればどこへでも駆けつけるが、警察ではそのような機動性を持ち合
わせていない。たしかに、初詣、花⽕⼤会や祭りのときなどの⼈出の多い場所には派遣され
るが、地域で起こる問題解決に警察が直接に⾸を突っ込むことは少ない。極端な場合には、
⺠事不介⼊の錦の御旗を⽴て、かかわりを拒否する場合もあると聞く。 
 
さて、そのような警察であるが、⽇本全国に交番を配置し、国⺠からの相談事への対処や届
け出の受付などを⾏える体制となっている。それでも、交番をもってしても、過疎化や⾼齢
化に対処できない地域が出て来ているのが今⽇の現状だろう。 
 
千葉県においては「移動派出所（交番）」でそれに対処しているという話である。なるほど、
商業施設、例えば飲⾷業などにおいては出前は当たり前であるが、市役所が出前サービスを
してくれるという話は聞かない。商業であれば出前をすることによりお⾦が儲かるが、官公
庁ではそのような儲けは⽣じない。千葉県の警察署においては、商業のもうけに対して⾃分
たちの役割がサービスであるということを再認識したに違いない。 
 
今後、この千葉県の警察署がすでに 10 年間も実施している仕組みが広く官公庁でも広がっ
ていく、いや広がっていかざるを得なくなるのではと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


